
 

 

～ 日本海難防止協会シンガポール連絡事務所発SRO news ～ 

（Ref No：21－043） 

 

１ 米国インド太平洋軍司令部のジョン・アキリーノ司令官は 23日パラオを短

時間訪問し、ルールに基づく国際秩序と地域の安全保障への貢献に対するパラ

オの取組みを称賛した。ウィップス大統領は、米国とのパートナーシップに対

する感謝の意を強調するとともに、特にパラオの国境等を「軽視する」人々の

脅威に直面した場合、米国との関係が重要になると述べた。 

原文 

（25th February 2022, Island Times） 

 

２ Gateway Inc.の共同創設者で富豪のテッド・ウェイト氏が保養のためパラ

オに来訪した。同氏が慈善家・環境保護主義者として創設したウェイト財団及

びウェイト研究所は、政府による持続可能な海洋開発を支援する NGO ネットワ

ークである Blue Prosperity Coalition（BPC）の創設メンバーとなっている。

農業・漁業・環境省のスティーブン・ビクター大臣は、BPC がパラオ政府と共

同で PNMSの有効性の評価を行い、環境・経済的利益の実現化を確実にすると述

べた。 

原文 

（25th February 2022, Island Times） 

 

３ ミクロネシア連邦（FSM）のディビッド・パニュエロ大統領は、ブリンケ

ン国務長官と太平洋島嶼国の首脳らが参加したオンライン会議（※SRO News21-

042参照）で、まず気候変動問題について言及し、FSMとインド太平洋地域が直

面している最大の脅威であるとして、米国は COP26 で約束した数兆ドル規模の

Build Back Better 法案を滞りなく通過させる必要があり、この米国の本物の

リーダーシップが豪州、インド、中国その他の国々を説得するために不可欠だ

と述べた。また、自由連合盟約について、更新の交渉について、タイムリーな

結論を求めると述べた。そして、今回の会合が米国の太平洋島嶼国への関与の

強化の始まりであることを支持すると述べた。 

また、ブリンケン国務長官は、ハワイで開催されるパニュエロ大統領が議長

を務める次回 Pacific Islands Conference of Leadersについて、バイデン米

大統領が主催することを発表した。 

原文 

（16th February 2022, Kaselehlie Press） 

 

４ 米国の沿岸警備隊と海軍は昨年 12 月、ミクロネシア連邦（FSM）のカピン

ガマランギ環礁（ポンペイ州）の狭くなった水路を爆破により広げる作業を実

https://islandtimes.org/indopacom-head-makes-a-short-stop-in-palau/
https://islandtimes.org/billionaire-waitt-on-an-island-getaway/


施した。沿岸警備隊の巡視船 Sequoia が海軍の水中建設チームを輸送し、約 4

日間の作業で 1万平方フィート（約 930㎡）を爆破した。 

 また、作業期間中、カピンガマランギの住民に 1,700 ガロン（6,400 リット

ル）のボトル飲料水を引き渡した。 

原文 

（16th February 2022, Kaselehlie Press） 

 

５ マーシャル諸島（RMI）の国家災害委員長は、ハワイでの 7 日又は 14 日間

の隔離が「意味をなさない」とした上で、ハワイでの新型コロナ感染症例数の

大幅な減少は、（※同地での）隔離期間を 7 日から 3 日に短縮できる前向きな

兆候だと述べた。現在、RMI はワクチン完全接種者には 7 日間、その他は 14 日

間ハワイでの隔離を求め、旅行者は RMI到着後さらに 14日間の隔離が必要であ

る。一方、内閣はハワイでの隔離期間を 3 日間とする基本計画を原則承認した

が、RMI保健福祉省は当面の間の現状維持を推奨している。 

原文 

（22nd February 2022, Radio NZ） 

 

６ （※トンガの海底火山噴火で損傷した）トンガ国内の海底通信ケーブルの修

理に 1年を要する可能性がある。Tonga Cable社の CEOは、「修理に最大 110㎞

のケーブルが必要と見込まれ、同タイプのケーブルを世界中で探しているが、

見つからなかった場合は製造・輸送に 6～9 か月要する。1 年かかるとみておい

た方が無難だ。」と述べた。国際ケーブルは 2月 22日に修理を完了している。 

原文 

（1st March 2022, Matangi Tonga） 

 

７ シンガポール海峡で 2022年 1月以降（※3月 2日までに）16件の武装強盗

事件が報告され、アジア海賊対策地域協力協定情報共有センター(ReCAAP ISC)

は 2月 21日及び 3月 2日、インシデント・アラートを発出した。特にインドネ

シア・バタム島 Nongsa 沖で 2 月に 5 件、3 月 2 日には 4 時間のうちに 3 件の事

件が発生しており、ReCAAP ISCは、シンガポール海峡での継続的な事件の発生、

特にバタム島 Nongsa沖での事件の増加に懸念を表明し、船舶に対して警戒を強

化するよう勧告している。 

原文 

（21st February 2022, ReCAAP ISC） 

原文 

（2nd March 2022, ReCAAP ISC） 
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